
八峰町長　加　藤　和　夫
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
八
峰
町
は
、
三
月
二
十
七
日
で
新
町
ス
タ

ー
ト
か
ら
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
昨
年
行
っ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
八
十
・

三
％
が
﹁
八
峰
町
は
住
み
良
い
﹂
と
答
え
、

八
十
七
・
四
％
が
﹁
こ
れ
か
ら
も
八
峰
町
に

住
み
続
け
た
い
﹂
と
答
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
声
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
八
峰
町
に

想
い
を
寄
せ
る
町
民
の
期
待
に
応
え
て
更
に

精
進
す
る
こ
と
を
、
年
初
に
あ
た
り
決
意
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
世
相
を
表
す
一
文
字
は

﹁
暑
﹂
で
あ
り
ま
し
た
。

　
列
島
を
襲
っ
た
猛
暑
は
、
国
民
生
活
に
様

々
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
農

業
は
、
こ
の
高
温
に
よ
っ
て
稲
作
は
じ
め
農

作
物
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
わ
が
町
全
体
で
米
一
つ
と
っ
て
も
約
三
億

二
千
万
円
減
収
と
な
り
、
今
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
米
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
よ
る
交
付
金

を
差
し
引
い
て
も
約
一
億
六
千
万
円
少
な
い

厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
又
、
例
年
通
り
ハ
タ
ハ
タ
が
接
岸
し
、
浜

に
活
気
が
出
た
こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
漁
獲
枠
に
達
せ
ず
、
そ
の
他
の
漁
獲
と

あ
わ
せ
漁
家
に
と
っ
て
も
不
満
足
な
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　
町
の
主
な
産
業
の
こ
れ
ら
の
実
態
を
踏
ま

え
て
、
地
場
産
業
振
興
に
力
を
傾
注
す
る
こ

と
が
、
急
務
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
又
、
経
済
的
低
迷
が
続
く
中
で
、
通
年

に
亘
っ
て
、
雇
用
・
経
済
対
策
が
求
め
ら
れ
、

臨
時
雇
用
対
策
基
金
事
業
、
新
し
い
事
業

や
設
備
投
資
に
よ
っ
て
雇
用
拡
大
を
図
る

八
峰
町
雇
用
創
出
事
業
、
消
費
を
刺
激
す

る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
、
小
規
模

事
業
者
の
受
注
を
拡
大
す
る
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
を
展
開
し
、
一
定
の
成
果
は
得

ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
景
気
が
足

踏
み
す
る
中
で
今
年
も
こ
れ
ら
の
事
業
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
間
も
な
く
、
国
の
予
算
内
容
が
明
ら
か
に

な
り
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
の
減
等
地
方
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
今
年

も
様
々
な
事
業
や
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、

　
一
つ
に
は
、
塙
地
区
下
水
道
事
業
が
、
計

画
よ
り
一
年
早
く
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
残

る
合
併
浄
化
槽
設
置
促
進
と
観
海
地
区
の
水

道
施
設
更
新
、
新
料
金
の
定
着
で
す
。

　
二
つ
に
は
、
介
護
事
業
計
画
の
策
定
、
予

防
接
種
や
検
診
率
の
向
上
、
食
育
推
進
、
自

殺
予
防
対
策
等
福
祉
の
充
実
で
す
。

　
三
つ
に
は
、
青
森
新
幹
線
・
リ
ゾ
ー
ト
号

効
果
、
各
種
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ジ
オ
パ
ー
ク
等

多
様
な
連
携
に
よ
る
観
光
振
興
で
す
。

　
四
つ
は
、
﹁
白
神
塩
も
ろ
み
﹂
を
使
用
し

た
農
水
産
物
加
工
は
じ
め
特
産
品
開
発
、
八

峰
農
水
産
物
等
の
販
売
促
進
で
す
。

　
五
つ
は
、
ポ
ン
ポ
コ
山
公
園
整
備
事
業
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　
六
つ
は
、
全
国
学
力
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
小

中
学
校
生
へ
の
支
援
と
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
を
実
践
す
る
。
　
　

等
々
で
あ
り
ま
す
。

　
又
、
昨
年
一
年
間
も
無
火
災
と
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
の
記
録
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
が
、
町
民
や
関
係
団
体
が
一
体
と
な

っ
た
運
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
も
町
民
の
皆
様
が
ご
健
勝

ご
多
幸
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
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１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
団
出
初
式

が
行
わ
れ
、
町
内
16
分
団
の
団
員
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
沢
目
駅
前
で

分
列
行
進
を
行
い
、
町
長
ら
の
観
閲
を

受
け
た
あ
と
、
峰
浜
中
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
る
式
典
に
出
席
。
式
典
で
は
、

加
藤
町
長
が
「
新
町
に
な
っ
て
初
め
て
、

２
年
連
続
無
火
災
を
達
成
す
る
と
共
に
、

本
日
現
在
８
０
２
日
を
記
録
し
、
更
新

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
消
防
団
や
八
峰

消
防
署
の
皆
様
が
防
火
意
識
を
高
め
る

た
め
絶
え
間
な
い
啓
蒙
活
動
や
予
防
活

動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
実

を
結
ん
だ
も
の
と
深
く
感
謝
し
ま
す
。

今
後
も
安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
よ
り
一
層
消
防
力
の
充

実
強
化
に
努
め
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
笠
原
団
長
は
「
魅
力

あ
る
消
防
団
づ
く
り
に
努
め
、
郷
土
の

防
人
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。」
と

訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
年
消
防
団
員
と
し
て
功

績
の
あ
っ
た
方
々
、
ま
た
、
消
防
協
力

者
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
を
代
表
し
、
第
１
分
団
の

副
分
団
長
鈴
木
豊
さ
ん
が
「
郷
土
愛
の

精
神
を
持
っ
て
、
社
会
福
祉
の
向
上
の

た
め
、
誠
心
誠
意
奉
仕
す
る
こ
と
を
固

く
誓
い
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
は
団
員
全
員
で
万
歳
を
三
唱
し
、

無
事
故
、
無
火
災
を
誓
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）

●
秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

第
１
分
団
　
副
分
団
長

鈴
木
　
　
豊

第
７
分
団
　
班
　
長
　
佐
々
木
正
行

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
分
団
長
　
諸
澤
　
達
雄

第
５
分
団
　
分
団
長
　
米
森
　
吉
清

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
副
分
団
長

金
谷
　
弘
美

第
４
分
団
　
分
団
長
　
田
崎
　
春
美

第
８
分
団
　
副
分
団
長

佐
々
木
一
雄

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
団
　
員
　
日
沼
　
克
文

第
８
分
団
　
班
　
長
　
後
藤
　
　
誠

第
10
分
団
　
班
　
長
　
小
林
　
雅
丈

第
12
分
団
　
班
　
長
　
諸
澤
　
英
紀

第
13
分
団
　
分
団
長
　
日
沼
　
恒
孝

第
13
分
団
　
班
　
長
　
茂
内
　
　
章

第
14
分
団
　
副
分
団
長

庄
内
　
豊
志

第
14
分
団
　
班
　
長
　
畠
山
　
昭
治

第
15
分
団
　
団
　
員
　
井
川
　
友
之

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章
（
10
年
勤
続
）】

第
４
分
団
　
団
　
員
　
田
村
　
　
清

第
８
分
団
　
団
　
員
　
藤
田
　
好
美

第
９
分
団
　
団
　
員
　
菊
地
　
研
吾

第
11
分
団
　
団
　
員
　
工
藤
　
誠
光

第
12
分
団
　
団
　
員
　
大
山
　
　
猛

第
13
分
団
　
団
　
員
　
山
内
　
賢
二

第
15
分
団
　
団
　
員
　
腰
山
　
恭
弘

第
15
分
団
　
班
　
長
　
小
川
　
広
法

第
15
分
団
　
団
　
員
　
須
藤
　
清
彦

●
秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章
（
７
年
以
上
）】

第
１
分
団
　
団
　
員
　
熊
沢
　
智
久

第
２
分
団
　
団
　
員
　
柴
田
　
正
幸

第
７
分
団
　
団
　
員
　
白
鳥
　
裕
也

第
７
分
団
　
団
　
員
　
畠
山
　
善
行

第
10
分
団
　
団
　
員
　
石
山
　
正
作

第
11
分
団
　
団
　
員
　
佐
藤
　
俊
介

第
12
分
団
　
団
　
員
　
日
沼
　
宏
平

第
15
分
団
　
団
　
員
　
須
藤
　
和
彦

●
八
峰
町
長
表
彰

【
精
勤
章
（
５
年
以
上
）】

第
２
分
団
　
団
　
員
　
塚
本
　
一
也

第
３
分
団
　
団
　
員
　
小
林
　
泰
樹

第
５
分
団
　
団
　
員
　
米
森
　
　
大

第
７
分
団
　
団
　
員
　
神
馬
　
正
志

第
８
分
団
　
団
　
員
　
川
村
　
裕
作

第
12
分
団
　
団
　
員
　
岩
城
　
卓
也

第
15
分
団
　
団
　
員
　
佐
々
木
重
光

【
精
勤
章
（
３
年
以
上
）】

第
３
分
団
　
団
　
員
　
斉
藤
　
弘
泰

第
３
分
団
　
団
　
員
　
斉
藤
　
正
臣

第
５
分
団
　
団
　
員
　
嶋
田
　
俊
弘

第
12
分
団
　
団
　
員
　
小
野
　
勝
彦

第
13
分
団
　
団
　
員
　
三
沢
　
義
将

●
少
年
警
火
団
に
対
す
る

記
念
品
授
与
及
び
感
謝
の
言
葉

水
沢
小
学
校
区
　
水
沢
小
学
校
警
火
団

塙
川
小
学
校
区
　
塙
川
小
学
校
警
火
団

八
森
小
学
校
区
　
八
森
小
学
校
警
火
団


